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● 文化や価値観の違いの理解と論理的思考力
● 芸術の成果を具体的に表現できる創造力・表現力
● 芸術の成果を伝統技術に立脚して具体化できる制作力
● 問題解決に向けた具体的な企画調整力
● 地域文化とその多様性を尊重する発想力
● 社会における先導的役割を担える実践力
　学部では、幅広い教養と芸術文化を中核とした基礎的
能力を修得します。学部で培った基礎の上に本研究科で
は、学芸の深化を実現することによって、以上の6つの
専門的能力を組み合わせ、複眼的視野を有する創造性豊
かな高度専門職業人を養成します。具体的にはこれから
の社会を先導する次の3つの人材像に象徴される高度な
専門的職業人を養成します。
● 新世代の芸術文化を担うアーティスト
● クリエイティブな産業のコーディネーター
● 新たな地域文化のリーダー
カリキュラムの概要
　本研究科では、芸術文化学における多様な造形表現、
芸術の普遍的価値などの基本的視野を持たせるための共
通科目を、また、伝統文化を起点とした創造性を深化さ
せるべく「造形表現」「工芸」「建築・デザイン」「芸
術文化論」の科目群を開設し、学生の目標に応じて科目
群を横断して構成した履修計画により教育を進めます。
学部教育の学問体系は継承し連続性を保ちつつも、科目
群を横断する教育研究体制を可能として、高度専門職業
人の養成を担います。科目群は次のような特徴を持って
います。
●造形表現　科目群
　平面、立体造形及びメディアアート制作などの多様な
芸術的表現に関する科目で構成
●工芸　科目群
　工芸の持つ、素材、用途、美的感性、造形感覚、加工
技術、様式、独自性などのバランスを深く学び、自らの
アイデンティティーを核として世界に通用する価値の創
出に関する科目で構成
●建築・デザイン　科目群
　多様なデザイン表現力、生活環境としてのデザイン・
建築・まちづくりの総合的な企画調整力、伝統文化の再
生や地域創生、クリエイティブな産業に関する科目で構
成
●芸術文化論　科目群
　世界、日本、地域、人間というように芸術を身近な場
へと視点を移動させることによる普遍的価値観、伝統文
化を起点とした地域の芸術文化理論に関する科目で構成
　これらの科目群は、学部との接続を容易に理解するた
めの専門科目の括りであり、履修上の指針とするもので
あって、コース制のように修了までの学生の所属として
設けていません。学生は自らの課題研究テーマや目標に
応じて指導教員の指導の下に、主体的に履修科目を選択
することにより、特定の科目群を中心に深めることも、
複数の科目群から横断的に履修することも可能としてい
ます。
　本研究科の学生は、研究科の基幹となる共通科目を選
択必修として履修することで、普遍的・歴史的・地域的
な固有の視点を持ちつつ、専門科目の中から自らの修学
目標に合致した授業科目を中心に履修することにより軸
足となる専門知識を深化させます。この結果、
● 新時代の芸術文化を担うアーティストに象徴される高
度な能力
● クリエイティブな産業のコーディネーターに象徴され
る高度な能力
● 新たな地域文化のリーダーに象徴される高度な能力
を有する高度専門職業人が養成されるカリキュラム体系
としています。
